
人工股関節術後患者の退院後の生活について

ーパンフレットの理解度と説明時期の調査一

1.はじめに

人工股関節置換術(以下THRと略す)施行後の

患者は、施行後 3~4 ヶ月は股関節を脱臼する可

能性が高く、退院後も行動が制限され、脱臼という

問題と付き合いながら日常生活を過ごす。そのため、

脱臼せず安全で不安なく日常生活が送れるよう援助

していく事が重要となってくる。

当病棟では、昨年度の院内研究の結果を基に脱臼

予防のパンフレットを作成し、今年度の 4月から

手術後の車椅子乗車時期に看護師が説明し、手渡し

ている。そこで、パンフレットの説明時期の適切性

と指導内容の有効性を評価するため、アンケート調

査を行った。

11.研究方法

1.調査期間

2006 年 9 月~ 10月

2.対象

2006年 4月以降に初めて THRを受け、当病棟

を退院した患者 10名(平均年齢59土 12.1歳)、

男性 1名女性7名であった。

対象の選定条件

・パンフレットを渡し指導した患者

・痴呆症状、精神症状がない患者

.運動器疾患の合併症がない患者

-術後せん妄症状老起こさなかった患者

3.方法

対象 10名にアンケートを郵送した。

入浴・睡眠・外出・排池といった日常生活動作に

おいて質問紙を作成した(表1)。脱臼股位、退院
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後の日常生活動作等の理解確認と、パンフレットの

配布時期については択一式とし、脱臼予防のために

心がけていること、今後指導内容に加えてほしいこ

とについては記述式とした。別に年齢・手術した年

月・同居している家族の有無の記入欄を設けた。

表 1 アンケート内容(抜粋)

1.パンフレットの指導時期はいつが良かっ

たですか.

2、入浴時，浴槽への出入りはどちらの足か

らどのようにしていますか.

3.ズボン，下着を履く時どちらの足から履

いていますか.

4.着替えの時，何か道具を使っていますか.

5.寝返りをする時，股の聞に何かクッショ

ン性のある物をはさんでいますか.

6.横向きに寝る時，どちらの足を下にしま

すか.

7.退院後，購入したものはありますか.

4.倫理的配慮

アンケートは無記名とし、返信の有無も自由とし

た。アンケートの返信を得たことがアンケートの同

意を得たものとすること、アンケートの結果は研究

のみに使用すること、研究終了後、データーは破棄

することを記載した。
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IV.考察

今回、アンケート調査をした結果、浴槽への入

り方は正解率 60%であったが、浴槽から出る時の

正解率は 100%であった。私たちは、浴槽への出

入りの正解率は、ほぽ同じと考えていた。新田ら 1)

は「湯船に入るということは、恐怖感を強く感じさ

せ、その気持ちを克服して入っている」と言ってい

る。浴槽へ入る際、脱臼しないかという不安が強い

ことが関係していると思われる。

洗体に関しては、「股関節が直角 (900 )に曲が

らない高めの椅子に座り洗うJr柄付きブラシ老使

う」と答えた患者が高率で、あった。

着替えに関しては、正解率 75%であり、寝返り

に関しては、 85%と最も高い正解率を示した。

着替え・寝返りは、手術後早期から毎日行ってい

るが、入浴は抜糸後(手術後約 2週間)隔日で行っ

ている。そのため、着替え・寝返りの正解率が高かっ

たと考える。平津ら 2)は、「入院中に繰り返し説明

されていることにより、理解度は高まる」と述べて

いる。日々の入院生活の中で、わたしたちは日常生

活動作を行う際、患者のそばで説明・イメージして

もらい、共に実施し脱臼危険肢位をとっていなし功、

確認している。それを日々繰り返し指導することで、

入院中多く経験したこと、指導されたことは身体に

身につき、正解率が高くなったと考える。

また、薄井らのは、「指導の目的は人々の頭に明

瞭な像を描けることである。そうすれば、人々は自

分のために持てる力者使うであろう」と言っている。

今年度の4月から使用しているパンフレットは絵や

写真を効果的に使い、視覚に訴えることができ、身

体の動かし方がイメージしやすくなったため正解率

の上昇につながったのだと考える。

これらのことは、昨年度の院内研究の結果と比べ、

図2

111.結果

回収者は 10名中 8名 (80%)、

100%で、あった。

希望するパンフレットの配布時期については、入

院後の手術後(車椅子乗車時期)が 4名で、入院

前2名、入院後の手術前 1名、入院後の退院直前

1名で、あった。

退院後浴槽に入っている患者は 5名で、浴槽の出

入りで正しい入り方(手術していない方の足から入

る)の患者は 3名、正しい出方(手術していない

足から出る)の患者は 5名で、あった(図1)。

入浴で足先を洗う際、「股関節が直角 (900 )に曲

がらない高めの椅子に座り洗う」と答えた患者は 6

名であり、手術した足先を洗う際に「柄付きブラシ

在使う」と答えた患者は 5名であった。

入浴の際、困ったことに関しては、構造上の問題で

「手すりがない」と答えた患者は 2名、「浴槽が深い」

と答えた患者は 4名、「段差がある」と答えた患者

は2名で、あった。

着替えについては 6名の患者がズボンや下着を

正しく着脱していた。その内、 5名がマジ、ックハン

ドかソックスエイドといった道具を使っていた(図

1)。

睡眠については、 7名の患者が寝返りの際にクッ

ション性のあるものをはさんで正しく寝返りをして

いた(図1)。

有効回答率

|函正しい方法圃それ以外の方法口無回答|

寝返りの仕方

洗体

着替え

浴槽の出方

浴槽の入り方
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日常生活動作の理解度

退院後、自宅の改造や物品の購入をした患者は 5

名であり、その内容は「浴室用椅子の購入Jr柄付

きブラシの購入Jr手すりを付けた」といったもの

であった(表3)。
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寝返りに関しては正解率 60%を下回っていたが、

85%と上昇、浴槽への出入りについても正解率の

上昇がみられたことからもいえる。

入浴の際、困ったことに関しては、構造上の問題

で「手すりがないJI浴槽が深いJI段差がある」と

いう意見があった。これは、自宅の構造をふまえた

指導がで、きていなかったためだと思われる。今後の

課題として、入院中から退院後の生活を想定し、自

宅の構造をふまえた指導が必要である。

パンフレットの配布時期に関して、私たちは、手

術はしなくてはならないが、今後どうなるか知って

おきたいのではないかという理由から、入院後の手

術前が多いのではないかという考えを持っていた。

実際は、入院後の手術後(車椅子乗車時期)と答え

た患者が多かった。その理由は記載されておらず、

指導時期を明確』こすることは難しい。これは年齢・

性格・家庭環境・経済状況・既往歴等の背景が関係

してくると考えられる。中村ら 4)は「外来で渡す

ことで事前に自分の状態がどうなるか知っておける

という意見から術前の外来通院時にパンフレット配

布を検討する」と述べている。当科外来の現状とし

て時間的余裕がないため、入院後の配布となるが、

入院時から患者とのコミュニケーションを密にし、

性格・生活背景を知り、患者個々に合った配布、指

導時期を検討していく必要がある。

V.まとめ

①入院中に指導したことは、正解率 60~ 100%で

あり退院後も生かされていた。これは、 4月から

使用しているパンフレットは絵や写真を効果的

に使い視覚に訴えていること、入院中から繰り返

し説明・指導し、経験していることが正解率の上

昇につながったと思われる。

②パンフレットの配布時期は明確にできず、個人に

あった配布時期を検討していく必要がある。

③入院中から退院後の生活を想定し、自宅の構造を

ふまえた指導が必要である。
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